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ピェ-ル・コルネイユの作品に見る愛情の心理学

t」.i'l.'l'.II
I・,

(1)

スタロビンスキーは『偽名家スタンダール』の中で,次のように書いて

いる。

Stendhal, comme tous les timides, imagine que les femmes ne se rendent

que devant un deploiement de qualit色s extraordinaires; l'amour lui

semble devoir etre merit色de haute lutte.

(すべての内気な男達のように,スタンダールは,女性とは男が人並

優れたところを示さぬ限り,なびいてこないものだと想像していた。

女性の愛に値するには,戦いとることが必要だと思えたのである。)

スタンダールが,その作品をこよなく愛したコルネイユについても,スタ

ロビンスキーのこの言葉があてはまるだろうかOスタンダールが一世紀以

上の時間的差異を越えてコルネイユを好んだについては,それ相応の理由,

つまり両者の同にある種の精神的類似性が存在したということか。

実際コルネイユの劇では,女性が抜きん出た能力を示した男性に与えら

れる勝利の報酬の如きものとして描かれる例に,事欠かない。その典型的

例が,主人公が武勲によって,恋人シメ-ヌを旺惑し続ける『ル・シッ

ド』であろう。

父親の恥をそそぐため,シメ-ヌの父を決闘で殺したロドリーグは,

「シメ-ヌにふさわしい価値ある男」という観念を持ち出して,父親殺し

の正当化を試みる。

Et ta beaute saiis doute emportait la balance, / Si je n'eusse oppos芭

contre tous tes appas / Qu'un homme sans honneur ne te m色ritait pas,
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/ Qu'apr色　　蝣) / Qui m'aima genereux me haiirait in fame,

2)

(あなたの魅力に抗して,名誉を失った男はあなたに値しない,気高

い心の私を愛して下さった方も,恥にまみれた私なら憎まれる(-)

と考えなかったら,疑いもなくあなたの美しさが勝ちを収めるところ

でした。)

一方,シメ-ヌも,四幕で,結婚が不可能となったかっての恋人が,彼の

父の名誉を守っただけでなく,ムーア人を撃退して国民的英雄になったの

を知ると,思わず噴きの叫びを上げる。

Ahcruelsdeplaisirsえl'espritd'uneamante!/Plusj'apprendssonme-

3)
riteetplusmonfeus'augmente;
(あー,恋する女の心には何と酷い苦しみでしょう・′彼の値うちを

知れば知るほど,恋の炎はますます燃え上がるのです。)

そして,勝者がシメ-ヌの夫となることを約束された決闘で,彼女の代理

戦士を打ち破って生還するようロドリーグに求めて・図らずも彼女が勝者

の報酬となることを望んでいると認める。

Sors vainqueur d'un combat dont Chimene est le prix.

4)

(シメ-ヌが賭けられているこの勝負に,勝ってお戻り下さい。)

同じことが, 『シンナ』の女主人公エミリーにも起る。エミリーの父は,

彼女の幼い頃,皇帝オーギュストが政権を奪取する過程で,彼により死に

ぉいやられた。遺児となったエミリーは,オーギュストの後楯を得て成長

し,現在皇帝の宮廷で恵まれた地位にある。しかし,心の底では恨みを忘

れていない。父の仇を討つことこそ,彼女にとって何物にも優先する。ロ

ーマの平和や恋人シンナ-の愛さえ,それに較べれば二次的な意義しか持

たない。従って彼女は,皇帝暗殺の陰謀にシンナをひきこんだ上,オーギ

ュストの命と引き換えでなければ,彼の愛に応じようとしない。

Quoique j'aime Cinna, quoique mon c(-r l'adore, / S'il me veut poss色I

der, Auguste doit p色nr, / Sa t色te est le seul prix dont ll peut
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m acquerir,
fl、

(私がいかにシンナを愛し,恋慕っていようと,シンナが私を自分の

ものにしたいのなら,オーギュストが死なねばなりません。彼の命が,

シンナが私を手に入れることのできる唯一の代価なのです。)

さて,このように女性を,他人を刺して,言わば,闘争の結果獲得され

る対象として捉える傾向が,スタロビンスキーの指摘する如く, 「内気な

男性」に共通するものかどうか,今は問わないことにしよう。 17世紀のコ

ルネイユのひととなりについて,我々が知り得る伝記的事実はきわめて少

なく,たとえば劇作家の内向的性格を暗示すると思われる坊のフォントネ

ルの証言などはあっても,最終的な結論に至るには,資料不足の印象をぬ

ぐえない。

II etait melancolique; il lui fallait des sujets plus solides pour

esperer et pour se rejouir que pour se chagriner ou pour craindre.

(彼は不安におちいり易い性質だった。彼が希望を抱いたり,喜んだ

りするには,くよくよしたり心配したりするより,はるかに確固たる

原因を必要とした。)

ただ,このように闘争的対人関係を伴なうもの,ないしはその結果とし

て男女の愛を捉える現象は,様々な武勲,試練を経て初めで憧れの女性と

結ばれる中牡騎士道文学などにも見られる通り,人類普遍の夢の表現であ

ると同時に,ある程度まで男女関係の現実を反映したものと考えるべきで

はなかろうか。

そして,愛もまた,厳しい競争原理を免れず,最終的には判定者たる女

性のかなり気紛れな審判に欲望の成就が左右されるとなれば,敗者となり

得る男性にとって,そこから強いフラストレーションが発生することは想

像に難くない。さらに,それが補償行為として,過剰なストレスを避けな

がら充足されない本能を慰撫する人生哲学のようなものを生み出すことも,

人間社会の様々な事例からして,容易に想像できる。

コルネイユ劇の愛情心理の分析に移る前に,先ずこのような男女関係と

フラストレーションについての初歩的な心理学を念頭に置いておきたい。
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(2)

1632年に悲喜劇『クリタンドル。と共に出版されたコルネイユの詩集《

M色Iangespoetiques≫の冒頭の詩『D. L. T.氏へ捧ぐ』には,情念の苦悩

から解き放たれ,心の平安を得て初めて幸せになれるというストア的思想

が表明されている。

L'experience indubitable / Me fait tenir pour veritable / Que Ton com-

mence d'etre heureux / Quand on cesse d'etre amoureux. / Lorsque

n。tre畠me s'est purgee / De cette sottise enragee / Dont le fantasque

mouvement / Bricole notre entendement, / Crois一moi qu'un homme de

ta sorte / Libre des soucis qu'elle apporte / Ne voit plus loger avec lui

/ Le s。in, le chagrin, ni l'ennui. /　　) Je meure, ami, c'est un

grand charme / D'etre insusceptible d'alarme, / De n'esperer m cram-

dre rien, / De se plaire en tout entfetien, / D'etre ma壬tre de ses

pens芭es,

7)

(明々白々たる体験のおかげで,私には真実が分った。人は恋するの

を止める時幸福になり始めるのだと。気紛れな心の動きが判断力を狂

わせる,この狂気じみた愚行から解放されたなら,私の言葉を信じな

さい,貴方のような男性は恋の気遣いともおさらばし,もはや気苦労

とか悲しみとか絶望にとりつかれることがなくなるのだ。 (--・)友

よ,誓って言おう。不安に悩まされず,何も期待せず何も恐れず,あ

らゆる会話を楽しみ,自分の考えを自分でコントロールできるという

ことは,実に素晴らしいことではないか。)

『D. L.T.氏へ捧ぐ』に述べられている思想信条が, 1637年に出版され

た喜劇『ロワイヤル広場』の献辞中で作者が表明し,かつ喜劇の風変りな

主人公アリドールの信念でもある,

on ne doitjamais aimer en un point qu'on ne puisse naimer pas;

(愛さないことが不可能になるほど愛すべきではない。)

という恋愛哲学に直結することは言うまでもない。アリドールは恋人アン
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ジェリックを,己れの哲学に反して,愛し過ぎていると考えた。

Je veux que Ton soit libre au milieu de ses fers. /　　つPour vivre

de la sorte Ang色Iique est trop belle,

9)

(私は,恋の鎖につながれようとも自由であることを欲する。 (・--)

そんな風に生きるには,アンジェリックは美し過ぎる。)

そして,自由の妨げとなる彼女との結婚を避けるため,偶々アンジェリッ

クを慕っていると分ったクレアンドルと彼女を結びつけようと,奔走する。

だが,コルネイユ悲劇解釈の鍵を握ると言われ,彼が創造した最も興味

深い人物の一人であるアリドールの例を持ち出すまでもなく,既に劇作家

の処女作において,恋愛と結婚に敵意を示す若者が登場する。 『メリット』

のテイルシスである。

劇の冒頭で,メリットの美貌に魅了され真剣に結婚を考慮する友人エラ

ストに対し,テイルシスはリベルタン風の瑚罵,冷笑を雨あられと投げつ

ける。少々長くなるが,彼の台詞を引用する。

Ces visages d'eclat sont bons A cajoler, / C'est lA qu un jeune oiseau

doit s'apprendreえparler, /　　) Tous ces discours de livre alors

sont de saison, / II faut feindre du mal, demander gu色nson, / (・・・・)

Jurer qu'on brisera toutes sortes d'obstacles, / Mais du vent et cela

doivent etre tout un.
TO

(これら際立った美貌の人なら,言い寄るのに適当な相手だし,くち

ばしの青い若者が口説き方を学ぶ格好の場になる。 (  )その際に

は,ありとあらゆる小説風の文句が大流行だから,恋の病に.憑かれた

振りをして,何とか病をいやして頂けないかとお願いし, (---)ど

んなかん難辛苦ものり越えますと誓う訳だ。しかし,こうした真似ほ

ど軽々しくて,あてにならぬものはない。)

(蝣蝣蝣・) bien qu'une beaute m色rite qu'on l'adore, / Pour en perdre le

gout on n'a qu'ぇl'epouser. / Un bien qui nous est dd se fait si peu

pnser, / Qu'une femme紬t-elle entre toutes choisie, / On en voit en

six mois passer la fantaisie,
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(美女が恋焦がれるに値するとしても,彼女に執着を覚えなくなるに

は,結婚するだけで十分だ。宝物も自分のものになってしまえば,値
'jtms

うちを無くすから,数多いる女性の中からたった一人選ばれたとはい

え,彼女-の束の間の恋は半年もすれば醒めてしまう。)

おまけに,浮気っぽい美人を妻にしたら,苦労だけはいつまでも続く。配

偶者選びは難しい。

( ・　つ　ce choix difficile / Assez et trop souvent trompe le plus

habile, / Et l'Hymen de soi一m紬ne est un si lourd fardeau / Qu'il faut

l'apprehender a l'egal du tombeau. / S'attacher pour jamais au cot色

d・une femme! / Perdre pour des enfants le repos de sonえme, / (・・・蝣・)

Ah! qu'on aime ce joug avec peu de raison !
12)

(この厄介な選択は,最も目の利く人をさえ,かなりあるいは余りに

も頻繁に誤らせる。結婚は本来大変な重荷なのだから,墓場と同じほ

ど恐れねばならない。一人の女の側に永久に縛りつけられて,子供達

のために心の平安を無くしてしまう.′(・・-・)あー.′こうした束縛

を好むとは,何と理屈に合わぬことか力

では,テイルシスにとって唯一有意義な結婚と峠何かO持参金のたっぷり

ついた財産家の娘.とノ結ばれることである。

)nepensepasquej'epouseunvisage,/)Sonrevenu

chezmoitiendraitlieudemerite:/蝣蝣蝣)l'abondancedesbiens/

Pourl'amourconjugaladepuissantsliens;/(・つC'estassez

qu'unefemmeaitunpeud'entregent,/Lalaideuresttropbelleetant

13)
teinteenargent.

(私が顔の美醜で結婚すると考えないでくれ。(一一)彼女のもたらす

収入が,私にあっては美しきの代りをする。(一一)豊かな富は,夫

婦愛の強力な杵だ。(--)妻となる人は,人前に出て恥ずかしくな

いマナーを心得ていれば十分だ。醜さも,金銀で塗りたくれば,美し

過ぎるほどになる。)
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もっとも,テイルシスのシニカルな女性観,結婚観を額面通りに受け取

る必要はなかろう。この後エラストにメリットを紹介されたテイルシスは,

開陳したばかりの処生哲学を即座に放棄し,友人の恋人に一目惚れしてし

まう。美しい女性に言い寄る若者達の軽薄さを皮肉った彼の哲学もまた,

その若者達に負けず劣らず,気紛れであてにならぬものであった。移り気

は青春のしるLであり,結婚前の若者の揺れ動く心をそのまま反映してい

るのであろうか。要するに,いつの時代にも結婚を恐れる若者達は存在す

るのであって,だからと言って彼らが本当に結婚を望んでいないかと言う

と,そうではない。信頼に値する,望ましい配偶者にめぐり会えるか,辛

福な結婚生活を維持できるかという不安感に深くさいなまれているだけで,

こうした不安感が一時でも払拭されれば,彼らは正反対の方向に走り出す。

テイルシスの一見陽気で軽薄な結婚観の中にも,深刻な現実の一端に触

れるものがある。たとえば,引用の最後で彼が口にする婚姻と財産の関係。

そもそも『メリット』は作者の実体験がある程度投影された作品と考えら

れる。フォントネルは,コルネイユの処女作について,次のように説明し

ている。

Un jeune homrae de ses amis, amoureux d'une demoiselle de la meme

ville, le mena chez elle. Le nouveau venu se rendit plus agreable que

lmtroducteur. Le plaisir de cette aventure excita dans Corneille un

talent qull ne connaissait pas; et sur ce l色ger sujet ii fit la comedie de

Melite ,
m巳

(同郷の令嬢に恋していた友人の若者が,彼女の家にコルネイユを連

れて行った。新しい来訪者の方が,紹介者より愛情を勝ち得た。この

恋の冒険の喜びが,コルネイユの内に,彼が自覚していなかった才能

を目覚めさした。そして,この軽妙なテーマを基に,彼は『メリッ

ト』という喜劇を作った。)

さて,ハッピー・エンドで終る喜劇では,テイルシスは身分も財産も自分

より恵まれたエラストを別して,メリットと結ばれる。しかし,クートン

などの研究柱よれば,コルネイユと彼の現実の恋人カトリーヌ・ユーの間

では,事はそう好都合に運ばなかった15) 『メリット』が上演されて数年

級,二人は別離を迎える。その原因は,ユーの婚約者とコルネイユの財力
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の差にあったようだ。コルネイユの悲劇にあって,女性を魅惑して止まな

いものは勇者の武勲と栄光だが,現実の市民社会で,その役割を果たすも

のがあるとしたら,まさしく富の威力であろう。

クートンは, 『メリット』の自伝的性格に言及した後,次のようにコメ

ントしている。

En fait Melite est le reflet d'une experienceえIa fois double et unique:

l'experience sentimentale de la m色fiance, des inquietudes devant

'amour, puis de l'illumination amoureuse; l'experience sociale du con-

flit entre les aspirations des ccヱurs et la r色alite de l'argent. Les com6-

dies ulterieures vont toutes s'organiser autour de ces deux poles:

l'amour et l'argent. Plus tard, les 《comedies h色roiques≫, ainsi Pulche-

rie, voire les tragedies fondとes sur les con flits ou les acc0mmodements

de l'amour et de l'ambition, ne feront en un sens que transposer le con-

flit qui etait au centre de Melite.

(実際には『メリット』は,二つの,だが単一でもある或る体験を反

映したものである。一つは愛を前にしての不信,不安と,それに続く

愛の啓示という感情体験。もう一つは,人々の願いと金銭の現実との

間の葛藤に係る社会的体験である。これ以降の喜劇はすべて,愛と金

銭というこの二つの極をめぐって構成される。もっと後の『プユルケ

リ』のような「英雄喜劇」,さらには愛と野心の葛藤もしくは妥協に

基づく悲劇も,ある意味で『メリット』の根幹にある葛藤を移し替え

たにすぎないであろう。)

従って,先に触れた『ロワイヤル広場』のアリドールの解釈も, 『メリ

ット』の延長線上に位置づけるのが正しいだろう。確かL,こ,ダンディズム

のかおりがするアリドールの恋愛哲学は,家族や愛情の杵を切り捨てた,

飽くなき自由の追求という意味で,現代人の興味を強くかき立てるかも知

れない。だが,本質的にそれは,結婚恐怖症の若者の不安心理をペダンチ

ックに表現したものにすぎぬのである。この点で彼は,テイルシスの精神

的双生児と言えよう。その証拠にアリドールもまた,劇の進行と共に,金

科玉条とする恋愛哲学の存在を忘れてしまう。そして,最終幕では,繰返

される裏切,侮辱にもかかわらず,アンジェリックが彼を愛し続けている
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と知って,逆に彼女への愛を再確認する。

Plus je t'etais ingrat, plus tu me cherissais, / Et ton ardeur croissait

plus je te trahissais. /　　) La honte et le remords rallum色rent ma

flamme.
17)

(私が恩知らずになればなるほど,あなたは私をいとおしんでくれた。

裏切れば裏切るほど,あなたの情熱は高まった。 (--・)恥ずかしさ

と後悔の念に駆られながら,私の恋は再び燃え上った。)

つまり,当然のことながら,テイルシス同様彼の恋愛哲学も,異性を求め

る本能まで消滅させるこしとはできなかった。この本能は,主人公の意識と

裏腹に,己れの望みを実現できる機会を辛抱強く窺っている。そして,主

人公の哲学が課した妨害,試練を利用して,恋人達の愛を再確認し,最後

に勝利の叫びを上げるのである.もっとも皮肉なことに,アリドールが結

婚を決意した土壇場で,アンジェリックの方は,恋人に与えられた余りの

屈辱に耐えられなくなり,彼を捨てて修道院に入ってしまうのだが一一

アリドールとテイルシスの間に,明らかな相違も存在する。テイルシス

はメリットに会ったとたん,自分の人生訓を忘れさるのに,アリドールは,

アンジェリックとの愛に疑いを差しはさむ余地がなくなった時,突然己れ

の哲学を実践に移そうとするからだ。そこから,後年のコルネイユ悲劇に

通ずる独特の雰囲気が生れる。自己の内に根ざした恋人や家族への深い情

愛を,ほとんど暴虐の限りを尽くして踏みにじり,理性が掲げた目標を達

成するた捌こ,意志が感情に犠牲を強いるO　コルネイユ悲劇の「意志的

な」主人公達が実行することを,アリドールが予行演習してみせるのであ

る。アリドールの行為は,クートンの表現を借りるなら, 「サド-マゾヒ

スト的」とでも形容すべきものであろうか。18'最愛の女性を,彼女の意志

を無視して一このもののように他の男に引き渡そうとする行いは,アンジ

ェリックに対する残酷きわまりない侮辱であると同時に,今なお主人公が

心中彼女を愛しているとしたら,自虐そのものと言えるであろう。しかし,

こうしたアリドールの不思議な酷薄さが,愛にまつわる彼の不安感に基因

していることは否定できない。
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(3)

我々は2章で,コルネイユの初期喜劇において,恋愛と結婚に敵対的な

イデオロギーを持つ若者が,結局愛の本能に屈する様を分析してきた。こ

の結果は当然予想された事態であって,彼らのイデオロギーは,根本的に

は内気な若者の愛の不安,自分は女性に愛され得るか,愛される資格があ

るか,女性を満足させることができるかという不安から生れたと,考えら

れるからである。この不安から生じるストレスに抗するため,愛の放棄を

うたったイデオロギーに彼らはひきよせられるが,本能は彼らの抵抗以上

に根強いものであった。

ところで,この愛の希求と反抗は,コルネイユの初期喜劇だけに見られ

る現象であろうか。初版本で悲喜劇とされていた『ル・シッド』を含めて,

所謂彼の傑作悲劇は,それと無縁なところで成立しているのか。以下我々

は, 『ル・シッド』と『ポリュ-クト』を取り上げながら,初期喜劇と同

様の傾向,つまり不安に震えながら女性の愛を確認しようとする激しい衝

動が,主人公達の行動の背後に潜んでいることを明らかにしたいoなお,

両作品については別のところで詳しく分析したので,ここでは要点を述べ

るに留める。
191

先の引用2)で,ロドリーグはシメ-ヌに向って,彼女の父ドン・ゴメ

スとの決闘に走ったのは,そうしなければ卑怯者となって彼女の愛にふさ

わしくなくなるからだと述べている。あたかも決闘が,彼女への愛に忠実

であるが故に行われたかのような口振りである。これは,確かに理屈とし

ては間違っていないかも知れないが,主人公が決闘を決意した際の推移を

正確に伝えていない。決断はロドリーグが父親ドン・デイエーグの名誉を

シメ-ヌヘの思慕の念より優先させるという明白な価値判断に基づいて,

行われたからだ。

oui, mon esprit s'etait degu, / Dois-je pasえmon p色re avant quA ma

maitresse?
20)

(そうだ,私の考えは間違っていた。恋人より前に父に恩義を尽すべ

きではないか。)

では,主人公のこのような錯覚はどうして生れたか。決闘が終ってシメ~
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ヌの部屋に侵入したロドリーグが,彼女の愛をつなぎとめておきたいとい

う,恐らく無意識の衝動に駆られて,事態を美化して物語ったという以外

に,理由は考えられない。

愛の確証を得たいとする欲求は,この後も強く恋する若者の心を捉えて

いたようだ。同じ三幕四場で,ドン・ゴメスを倒した剣をシメ-ヌにさし

出しながら,自分を殺してくれと迫る。この文字通り芝居がかった場面は,

劇として見れば美しさを欠いてはいないが,現実にひき戻して考えれば,

受け入れ難い不自然さを含んでいるo良家の娘であるシメ-ヌが,いかに
かたき

父の敵とは言え,愛する青年を,その青年がさし出した父親の血潮にま

みれた剣で,しかも父親の遺体の安置された同じ邸の中で,殺害するなど

というグロテスクなシーンは,到底想像できないだろう。この点に関する

限り, 「ル・シッド論争」の際コルネイユを批判したスキュデリーやシャ

プランの見解は,常識に適った正論と言える。

Ies filles bien n色es n'usurpent jamais l'Office des bourreaux;

(育ちの良いお嬢さん方が首切り役人の代役を務めるなどということ

は,絶対に起こり得ない。)

C'色tait montrer evidemment qu'il ne voulait pas raourir, de prendre un

si mauvais expedient pour mourir,22

(ロドリーグが死ぬた捌ここんなにも拙劣な方法を選んだのは,彼が

実は死ぬ積りのなかったことを明白に示している。)

では,シメ-ヌの手にかかって果てる場面など本心想像していないように

見える主人公が,執劫に殺してくれと迫ることで,どんな結果が生じたか。
蝣.fffl'

シメ-ヌの告白,つまり父親の敵であるにもかかわらず,ロドリーグを

憎むことができない,彼が身の安全を守り,自分が復讐の義務を果たせず

に終ることこそ彼女の願いだという,言わばシメ-ヌの愛の告白を引き出

すことに成功するのである。

Va, je ne te hais point.23)

(そう,私は少しも貴方を憎んでいません。)
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Mon unique souhait est de ne rien pouvoir.

(私の唯一の願いは何もできないことです。)

これを聞いて,ロドリーグは一瞬喜びの叫びを発するO

6 miracle d'amour!

(お-,何という愛の奇跡/)

それは,己れの弱さ,義務に反する欲望を認めざるを得なかったシメ-ヌ

の屈辱感と,ある意味で対照をなす。

Mais comble de miseres.
25)

(しかし,何という不幸の極み。)

全く同じシーンが五幕-場でも繰返される。シメ-ヌの代理戦士ドン・

サンシュと決闘することになった主人公は,彼女が復讐の義務を果たせる′

よう,またまた戦わずしてドン・サンシュにうたれると言い出す。命を大

切にするよう求めるシメ-ヌとの間で押し問答が続いた挙句,引用4)で

見た通り,ロドリーグは彼女から決定的な愛の証を得る。

Pourforcermondevoir,pourm'imposersilence,/Et,sijamaisl'amour

echauffatesesprits,/Sorsvainqueurd'uncombatdontChimeneestle

pnx.
(私の義務の遂行を不可能にし,私に沈黙を課すために,もし恋が貴

方の心を一度でも熱くしたことがあるのなら,シメ-ヌが賭けられて

いるこの勝負に,勝ってお戻り下さい。)

そして,三幕四場と同様,この台詞をロにしたシメ-ヌは強い蓋恥L、に捉

われるのに,一方のロドリーグは勇気百倍,喜び勇んで決闘に臨むo

Adieu,cemotえchemefaitrougirdehonte./Est-ilquelqueennemi

quapr色27
sentjenedompte?
(お別れです。こんなことをロにして,恥ずかしさで真っ赤になりそ
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うです。-今となっては,この私に倒せぬ敵などいようか。)

ところで,最終的にロドリーグはシメ-ヌと結ばれるのであろうかO　ス

ペインに伝わる「ル・シッド」伝説では二人は結婚する。しかし,悲喜劇

の最後に彼女が発する台詞は,彼女とロドリーグを引き裂く深淵を暗示し

ているようだ。

Sire, quelle apparence A ce triste Hym色nee, / Qu'un meme jour com一

mence et finisse mon deuil, / Mette en mon lit Rodrigue, et mon pere au

cercueil? /　　　　Vers ses Mえnes sacres c'est me rendre perfide, /

Et souiller mon honneur d'un reproche eternel, / D'avoir trempe mes

mains dans le sang paternel.

(陛下,一日のうちに私の喪が始まって明け,新床にはロドリーグを

枢には父を迎えるというのでは,この悲しい婚礼に道理がたちましょ

うか。 (一一)それは聖なる父の霊を裏切ることです。そして父の血

潮に娘の手を浸したと永久に非難され,名誉を失うことになるので

す。)

もともとシメ-ヌは,恋を犠牲にして名誉を競い合う一種のゲームにおい

て,ロドリーグに較べ不利な立場に立たされている。ロドリーグは,シメ

-ヌの父を倒して名誉を守った後も,シメ-ヌが名誉を捨てて彼の妻にな

る決心をすれば,名誉も恋も共に手に入れることができる。だが,シメ-

ヌにとって名誉を守るとは,即ロドリーグの命を断つことだから,彼女に

はどうあがいてみても名誉と恋の両方を得る可能性はない。コルネイユの

劇は前者のケース,つまり女性の譲歩によってハッピー・エンドを迎える

かに見えるが,先ほどの引用にある通り,シメ-ヌの心の傷は,それほど

容易にいやされるものではなさそうだ。

そもそも,父親殺しの犯人と被害者の娘の結婚というテーマは,ベニシ

ューの言い方に従えば,

La femrae est le lot du vainqueur et, jusqu a un certain point, accepte

del'etre.

(女性が征服者の戦利品であり,女性もある程度までそれを受け入れ
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ag

古代や中世初期の蛮習を思わせる。近代的自意識の持主にとって,それは

悪夢に他ならない。

娘が,仮に以前からその若者を慕っており,彼の勇敢さを知ってますま

す心ひかれたとしても,力づくの戦利品のように父親殺しの犯人と結ばれ

るのでは,彼女の誇りに反する。言い換えれば,不安におののくロドリー

グがいかに心弾ませてシメ-ヌの愛を確認し,彼女を魅惑して止まぬ自分

の力を誇らしく思ったとしても,最後の瞬間にシメ-ヌは彼の手からすり

抜けていく。それは『ロワイヤル広場』の主人公が,さんざんアンジェリ

ックを傷つけ,それでも変らぬ恋人の愛に感激し,遂に結婚を決意した瞬

間,アンジェリックをとり逃してしまうのに似ている。 『ル・シッド』は

悪夢,美しい悪夢である。

・*　　　　　　　　　　　　　　　態

『ポリユークト』は,ローマ帝国時代のキリスト教徒の殉教を扱った宗

教悲劇である。従って,劇中禁欲こそ主人公によって称賛される美徳であ

り,そうした作品に愛の探求という世俗的テーマを兄い出そうとするのは,

矛盾と映るかも知れない。ただ, 18世紀まで『ポリュ-クト』は専ら異教

徒セヴェールとポーリーヌの恋愛劇として鑑賞された。フォントネルやヴ

ォルテールの証言は, 17世紀前半の代表的サロンであるランブイエ館で,

『ポリュ-クト』がキリスト教を蓮材とした作品であるが故に,好感をも

って迎えられなかったことを示している。30'主人公のキリスト教精神に感

嘆の目が向けられるのは, 19世紀のシャトーブリアンあたりかららしいo

しかも,この悲劇が真にキリスト教精神を体現したものかどうかは,今日

まで意見が別れる。

ピェ-ル・ルイスは『ポリュ-クト』の主人公を, 「フランス悲劇の中

でも最も生彩を放ち続ける」人物と評した後31)どうして主人公がこんな

に強く我々の心を動かすことができるのか問うている。その際彼は,ポリ

ュ-クトのキリスト教は「シンボリックなもの,つまり観念上のもの」に

すぎず,
31)

Ce n'est pas ici le lieu de supputer sa valeur theologique. Nous

savons qu'en 1643 die etait A peu pr色s nulle, et cela suffit.

.Hl
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(ここは,その神学的価値を値踏みする場ではない。ただ我々は,

1643年にそれがほとんど無価値であったことを知っており,それで十

分だ。)

と述べて,感動の理由から除いている。

確かにコルネイユが日常生活において敬慶なキリスト教徒であり, 『ポ

リュ-クト』がモリーナ主義に厳密に則った作品であることは否定できな

いだろう。事実,

II a eu souvent besoin d'etre rassure par des casuistes sur ses pi色ces

de theatre,3

(コルネイユは,自分の劇作品について,たびたびカジュイスト〔-

決疑論者〕に不安を取り除いてもらわねばならなかった)

ようである。しかし,彼が多分信仰からの逸脱を非難されるのを恐れて,

後年悲劇から削除した一節は,奇しくも作者が狂信からほど遠い,柔軟な

思考と教養の持主であったことを教えてくれる。

Peuトetre qu'apres tout ces croyances publiques / Ne sont qu'inven-

tions de sages politiques, / Pour contenir un peuple ou bien pour

l'色mouvoir, / Et dessus sa foiblesse affermir leur pouvoir.

(多分,結局のところこうした民衆の信仰は,賢い政治家達が民衆を

鎮めたり扇動したりするため,そして民衆の判断力の欠如を利用して

自分達の権力を確立するために,作り出したものにすぎない。)

セヴェールがここで話題にしているのは,皇帝神格化などの古代ローマの

宗教である。だが,このような観点は,ヴォルテールなど18世紀の啓蒙思

想家を思わすところがあり,あらゆる宗教の存立基盤を揺るがす可能性を

持っていた。従って,詩行の削除は,ルーコヴイチの言う通り,自由思想

家の仲間とみなされるのを作者が恐れた結果と考えて,間違いなかろ

う。
34)

また1639年に出版されたノーデの著書《Considerations politiques sur

les coups d'由at≫に,セヴェールの台詞に共通する思想が述べられてい
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ることから,クートンの指摘する如く,コルネイユがこの自由思想家の作

品に目を通していたことも十分考えられる。
35)

こうした諸々の事情を考慮すると, 『ポリュ-クト』が作者の熱烈な信

仰心を吐露する目的で書かれたとか,主人公の純粋な殉教精神が劇的感動

を生み出す最大の要因だなどと言うのは,かなり皮相な見解とみなさざる

を得ない。そこで,ピェ-ル・ルイスのように,主人公の信仰を「シンボ

リックなもの」と考えれば,この悲劇はどのように姿を変えるか。

主人公がキリスト者でなかったとしても,社会の既成秩序に反逆する革

命家であることに変りない。もっとも,ポリュ-クトを革命家に見立てる

やり方は,決して目新しい現象ではない。アンドレ・ジッドも19世紀のジ

ュール・ルメートルも,こうした着想に魅力を感じている。ルメートルは,

ポリュ-クトをイタリアの炭焼き党員にたとえた36)我々の世代なら,さ

しずめ60年代後半の大学紛争を思い起こしても良いだろう。このように,

必ずしも「偉大な」という形容詞が似つかわしくない小革命家まで含めて,

革命家が先ず第一に直面するのは,肉親・家族との相魁であろう。既成秩

序の枠内に生きる集団と,その集団の中から生れた異端者の間で,すさま

じい愛憎劇が演じられる。ポリュ-クトの場合もそうであった。主人公と

新妻ポーリーヌ,主人公と義父フェリックスの対立。しかも,ここにかっ

てポーリーヌと相思相愛の仲であり,今や皇帝の寵臣として絶大な権力を

誇るセヴェールが加わることによって,対立は複雑な様相を呈することに

なる。

ところで,ポリュ-クトと『ロワイヤル広場』のアリドールの間には,

奇妙な類似が存在する。アリドールが情熱的な恋愛の否定につながる人生

訓を奉じていたように,ポリュ-クトも神-の愛を実現する最大の障害は,

現世での官能の喜びであり,具体的にはポーリーヌへの愛だと信じているo

Source d色Iicieuse en miseres f巨conde, / Que voulez-vous de moi, flat-

teuses voluptes? / Honteux attachements de la dhair et du Monde, /

Que ne me quittez-vous quand je vous ai quittes?

(悲惨さの甘美なる源,人を欺く官能の喜びよ,お前は私に何を期待

しているのだ?肉と現世-の恥ずべき愛着よ,私がお前を捨て去っ

たのに,どうしてお前は私の許を離れぬのか?)
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Je porte en un cc-r tout Chretien / Une flamme toute divine, /Et je ne

regarde Pauline / Que comme un obstacle a mon bien.

(キリスト教徒の私の心には,神への愛の炎が燃えている。だから私

の目にポーリーヌは,至福に至る妨げとしか映らない。)

かくして信仰に生きるポリュ-クトは,妻に,自分の死後かっての恋人

セヴェールと再婚するよう命じる。 『ロワイヤル広場』の主人公を妨餅と

させる行為である。もちろん,シメ-ヌの名誉を守るため命を捨てようと

したロドリーグと同様,ポリュ-クトの行いも,外見上は愛する人を慮っ

た犠牲精神の完壁な表現と考えられよう。しかし,ポーリーヌには必ずし

もそうとは思えなかった。彼女が味わった屈辱は, 『ロワイヤル広場』の

アンジェリックと同じく,愛する男性から-このもののように他の男に引

き渡される屈辱であったのか。そして,彼女がそんな恥辱を耐えねばなら

ぬのも,結婚前にセヴェールを愛していたことと関係があるのではないか。

Que t'ai-je fait, cruel, pour etre ainsi trait色e, / Et pour me repr。cher

au mepris de ma foi / Un amour si puissant que j'ai vaincu pour toi?3

(酷い人,私が貴方に何をしたからといって,こんな扱いを受けるの

ですか?貴方のために思い切ったあの激しい恋のことを,私が貞節

を守っているのに,今なお責めるのはどうしてですか?)

ポーリーヌは激しく夫に抗議する。夫の答は明快である。

. 40

Vivez avec Severe, ou mourez avec moi.

(セヴェールと共に暮らすが良い。さもなければ私と一緒に死になさ

い。)

セヴェールか夫かの二者択一を迫られて,ポーリーヌにもはや迷うところ

はない。夫の処刑に立ち会った後,突然彼女はキリスト教徒に改宗し,夫
の後を追う。

さて,体制・秩序への反逆者,一種の革命家であるポリュ-クトの胸中

に,妻の愛を確認したいという不安な衝動がうごめいていたのか。彼女を

かっての恋人に引き渡し,彼と自分との間の選択を求める時, ・主人公の心
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は期待と不安で焦ら立っていたのか。そして,ポリュ-クトの唱える禁欲

の教えは,アリドールの恋愛哲学と同様,愛する女性-試練を課す口実と

して使われた後は,劇中でその実質的な役割を終えてしまうのか。率直に

言って, 『ポリュ-クト』の劇に,こうした主人公の心の底まで確かめる

手だては残されていない。しかし,主人公が一種サデイスチックとも言え

る苛酷な試練を女性に課して,愛を確認するという構図は, 『ロワイヤル

広場』や『ル・シッド』と驚くほど共通している。

この二作と『ポリュ-クト』が大きく異なるのは,後者では,結末にお

いて主人公が完全な愛の勝利を得る点であろう。ポーリーヌは死を賭して,

夫と同じ理想・信仰を選ぶ。 『ロワイヤル広場』はもちろん,おそらく

『ル・シッド』の主人公も最終的に手に入れることのできなかった女性の

愛を,ポリュ-クトは掌中に収める。しかも彼は,ロドリーグのように輝

かしい武勲によって女性を魅惑する英雄ではない。侍女ストラトニスの罵

声が示す如く,既成の秩序からすれば社会的名誉を失った敗残者,裏切者

である。

C'est l'ennemi commun de l'由at et des Dieux, / Un mechant, un inf会me,

) / Une peste ex色crable A tous les gens de bien, / Un sacrilege

impie, en un mot un Chretien.
41)

(彼は国家と神々の共通の敵です。悪党,破廉恥漠, (・--)清廉潔白

なすべての人にとっておぞましいペストの如き存在,不敬な冒演者,

一言で言えば,キリスト教徒なのです。)

女性の愛を得るために,主人公達が厳しい競争原理にさらされるコルネイ

ユ劇において,あらゆる社会的価値を奪われたポリュ-クトへの妻の愛は,

何と安らぎに満ちたものであろうか。富や権勢や,武勇によって象徴され

る力と無縁なところで成立する愛。コルネイユ劇の主人公が,異性愛を否

定する哲学を掲げた時,実は無意識のうちに探し求めていたのはそうした

愛ではなかったか。

ポーリーヌを創造するにあたって,作者の体験が重要な意味を持つであ

ろう。 『ポリュヤクト』初演の2年ほど前,コルネイユ34才の頃に,彼は

長かった,そしておそらくは不安を秘めた青春に別れを告げて結婚生活に

入る。その生活の中で,彼のうちに潜在的にあった栄光に輝く強者を好む
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冷酷な審判者という女性のイメージが,ある程度影を潜めたのではないか。

『ポリュ-クト』の胸打つ夫婦愛は,作者が得たそのような心の安らぎな

くしては,決して創造されなかったであろう。

『ポリュ-クト』以降, 『ル・シッド』・や『ポリュ-クト』に描かれた,

あの微妙で生彩ある愛の描写に匹敵するものは,コルネイユの作品に二度

と現れない。作者を愛の探求に向かわせたものが,何より青春の不安であ

ったとすれば,結婚生活の幸せが,皮肉にもこの種の創作モチーフを作者

から奪ってしまったと考えられよう。
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